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防災対策費運営費
595万円

　現在64区で自主防災組織が設立済
みであるが、コロナ禍を経て、訓練
が再開できてない区もある。各区の
実情に寄り添い無理なく取り組める
よう支援していきたい。

答

　小諸市の防災訓練実施率は策定時
の64.7％から令和 6年度は60.2％と
実績が低下している。また、防災訓
練が実施できていない区があるが、
その状況はどうか。

問

消防設備撤去工事費
250万円

　市内には警鐘楼が50基程度あり、
年間 2基ずつ撤去した場合でも完了
まで25年を要する。現時点で直ちに
倒壊の危険があるものはないが、毎
年全数点検し優先順位を決め、予算
の許す限り撤去を推進する。

答

　消防設備撤去工事費に関し、市内
警鐘楼の撤去計画について、完了ま
でのスケジュールと整備の見通しは
どうか。

問

令和 8年度予算を可決しました
　 3月定例会は、 2月17日から 3月19日までの31日間の会期で開催されました。理事者提出議案については、条

例案20件、予算案25件、請負契約 2件、人事案件 4件の計51件、議員提出議案については 1件で、合計52件で、

すべて原案のとおり可決しました。また、請願 1件は一部採択となりました。議会だよりでは、条例・予算審査

等における主な審議経過をお知らせします。

　令和 8年度、小諸市は人口減少時代にあっても市内外から選ばれるまちを目指し「人口の自然増への挑戦」を

掲げ、今の勢いを持続可能な力へと昇華させる年としています。一般会計の歳入歳出予算は過去最高額となり、

主に歳出面では重点施策として継続中の大型事業、給与改定による人件費の増、少子高齢化による社会保障関係

費や賃金、物価上昇の影響により経常経費が増えています。今後は、自主財源の確保など歳入を増やす積極的な

取組に期待し、引き続き健全な財政運営の監視が必要となります。

歳出総額

237億円
（前年度208億 7 千万円　／　28億 3 千万円の増額）

市民一人あたりの歳出額

約58万 1 千円
（令和 8年 4月 1日時点での人口40,800人で算出）
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小学校施設維持管理事業のうち、
維持補修工事費
1,600万円

　東小学校北校舎の手洗い設備の漏
水補修及び美南ガ丘小学校北校舎の
内壁補修を重点施策として実施し、
統合を控えている各小学校について
も、優先順位を見極めながら、学校
関係者と協議のうえ適切に対応する。

答

　小学校・中学校施設維持管理事業
の主な内容及び統合を控えている坂
の上・千曲・水明の各小学校への対
応方針はどうか。

問

新規　結婚新生活支援金
3,000万円

　20代40世帯、30代20世帯の合計60
世帯を想定。3,000万円を見込んで
いる。

答

　新婚世帯に対して結婚に伴う新生
活の初期費用（特に新居の家賃と引
越し費用）を支援する上限は60万円
の事業の対象要件は、令和 7年 1月
1日以降に入籍した夫婦ともに、39
歳以下かつ世帯所得500万円未満の
世帯とされているが、何世帯を想定
しているか。

問

新規　自治体フロントヤード
改革モデルプロジェクト事業

1,203万2,000円

　本事業は、保育所入所調整、保育
料算定、児童手当、児童扶養手当の
事業を対象に、短期集中で発生する
データ入力業務を株式会社電算に全
額国費で委託するもの。委託により
職員の業務負担軽減を見込んでいる。

答

　自治体フロントヤード改革モデル
プロジェクト事業について、外部委
託の具体的な内容、現行業務との違
いは何か。

問

予防接種事業のうち、
予防接種委託料
9,836万4,000円

　令和 7年 4月から開始した事業で
あり、 3 月時点での接種者数は
1,100人を超えている。令和 8 年度
予算の見込みは接種回数が2,000件
弱であることを踏まえると、接種率
は50％を超える水準に達しているも
のと見込まれる。

答

　今年度から開始された高齢者帯状
疱疹ワクチン定期接種について、現
在の接種状況はどうか。

問
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新規　在宅福祉サービス事業のうち、
権利擁護支援事業

99万円

　本事業は、身寄りのない高齢者が
入院や施設入所の際に身元保証人を
求められ、受け入れが困難となるケ
ースが増加していることから、身許
保証にかかる契約に要する費用の一
部を市が助成する新規事業として計
画するものである。

答

　権利擁護支援事業助成金は新規事
業とのことであるが、その内容につ
いてはどうか。

問

保育所運営事業のうち、
改良工事費
385万円

　本事業は、子ども・子育て支援事
業債という有利な起債を活用し、保
育所のみならず児童館も対象として、
令和10年度を期限に計画的にエアコ
ンの整備を進め、保育所、児童施設
における空調整備が完了する見込み
である。

答

　保育所運営事業の改良工事費につ
いて、エアコンが未設置の箇所はど
こか。また今後の整備計画はどうか。

問

都市構造再編集中支援事業のうち、
委託料
9,100万円

　本事業は、芦原中学校周辺の 3路
線を整備するものである。それぞれ
について地形測量・詳細設計・用地
測量等を実施することから、委託料
が大きな金額となっている。

答

　都市構造再編集中支援事業の内、
委託料が約9,100万円と大きいが、
具体的な内容はどうか。

問

新規　男女共同参画啓発業務
70万円

　社会増から自然増への挑戦という
方針のもと、男性育休をキーワード
に企業側の意識改革を促し、市内で
の雇用拡大につなげることを目的と
している。商工会議所と連携しつつ、
次期計画に合わせて 3年間継続して
実施する予定である。

答

　男女共同参画推進事業において、
新たに計上された70万円の業務委託
の狙いと内容はどうか。

問
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新規　野生鳥獣保護・管理事業のうち、
会計年度任用職員給料ほか

466万9,000円

　狩猟免許等の資格を有する者を集
落支援員制度を活用して 1名雇用し、
ガバメントハンターとして市役所に
在籍し、鳥獣対策の現場対応に迅速
な対応を行う。

答

　野生鳥獣保護・管理事業の内、新
たに会計年度任用職員を採用する予
算が計上されているが、どのような
業務を行うのか。また、勤務形態は
どうか。

問

新規　新規就農者支援事業
200万円

　国の制度では、親元で農業経営を
継承する者は補助の対象外とされて
いる。親元就農者が経営を引き継ぐ
際にも、規模拡大や農業機械の更新
が不可欠であることから、市の単独
予算により上限 1 人100万円の補助
を今年度から新設したものである。

答

　農業人材育成事業について親元就
農者への補助を拡充した新規就農者
支援事業補助金はどういうものか。

問

ＩＴエンジニア養成事業
300万円

　現在は個別の対応ではなく、必要
人材の養成について、20社程の企業
からヒアリングした上で、DX推進ス
クールを開催している。

答

　ＩＴエンジニアの育成事業につい
ては東京など市外への転出を防ぐ効
果も期待できるため、事業を始めた
当初の発想に立ち返り、若い人たち
中心としたエンジニアの養成講座の
充実に取り組んでいただきたい。

意
見

　養成事業の状況はどうか。問

水質検査手数料
1,848万1,000円

　国の水質基準の変更に伴い、令和
8年度からＰＦＯＳ・ＰＦＯＡにつ
いて検査を実施することとなったも
のであり、新規の対応である。

答

　水質検査手数料に計上されている
ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ（※）の検査の内
容はどうか。

問

※�ＰＦＯＳ（ピーフォス）は、金属メッキ処理剤等に、ＰＦＯＡ
（ピーフォア）は、フッ素ポリマー加工助剤や界面活性剤等に
使用されている化学物質
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3 月定例会概要

請　

願
・
陳　

情

◆
今
後
の
小
諸
東
中
学
校
区
の
再

編
を
控
え
義
務
教
育
学
校
へ
転

換
し
た
経
緯
の
検
証
を
求
め
る

請
願

　

本
請
願
は
、
小
中
一
貫
教
育

推
進
基
本
方
針
に
お
い
て
「
小

中
併
設
」か
ら「
施
設
一
体
型
義

務
教
育
学
校
」
へ
と
転
換
さ
れ

た
際
、
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

く
住
民
参
加
プ
ロ
セ
ス
が
不
十

分
だ
っ
た
と
し
、
①
転
換
に
至

っ
た
判
断
過
程
の
検
証
、
②
検

討
体
制
及
び
住
民
参
加
プ
ロ
セ

ス
の
妥
当
性
の
確
認
、
③
今
後

の
学
校
再
編
に
お
け
る
自
治
基

本
条
例
の
遵
守
を
求
め
る
も
の
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

③
の
み
を
採
択
と
す
る
「
一
部

採
択
」
と
決
し
た
。

請
願
者　

学
校
再
編
で
住
民
合

意
を
実
現
す
る
小
諸
市
民
の
会

神
津　

眞
美
子

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　

渡
邉
喜
美
子　

氏

　

白
鳥
小
百
合　

氏

　

依
田　

常
広　

氏

◆
小
諸
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
選
任
の
同
意

　

久
保
田
孝
夫　

氏

◆
小
諸
市
副
市
長
選
任
の
同
意�

�

�（
前
副
市
長
退
任
に
伴
う
選
任
）

　

栁
澤　
　

学　

氏

議
員
提
出
議
案

◆
外
交
努
力
に
よ
り
中
東
地
域
の

早
期
事
態
収
拾
を
求
め
る
意
見

書
　

本
意
見
書
は
、
世
界
連
邦
平

和
都
市
・
非
核
平
和
都
市
を
宣

言
す
る
本
市
議
会
と
し
て
、米
・

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ

の
先
制
攻
撃
を
非
難
し
、
日
本

政
府
に
対
し
、
在
留
邦
人
の
安

全
確
保
と
武
力
行
使
の
即
時
中

止
、
対
話
に
よ
る
外
交
解
決
へ

の
働
き
か
け
を
求
め
る
も
の
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

問	

今
回
の
改
正
後
も
、
全
県
統

一
に
向
け
て
段
階
的
に
国
保
税

を
引
き
上
げ
て
い
く
方
針
か
。

答	

加
入
者
数
が
減
少
す
る
一
方
、

医
療
費
水
準
は
上
昇
し
て
い
る
。

小
諸
市
の
国
保
税
は
低
い
水
準

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
引

き
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
毎

年
度
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
建
設
委
員
会

◆
小
諸
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

（
小
諸
市
動

物
園
開
園
100
周
年
記
念
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
販
売
、
臨
時
駐
車
場

の
駐
車
料
金
の
根
拠
を
明
確
化

す
る
た
め
の
改
正
）

問	

臨
時
駐
車
場
は
ど
こ
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答	

旧
寅
さ
ん
会
館
の
敷
地
を
借

用
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
遊
園

地
上
部
の
駐
車
場
に
つ
い
て
も

使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
事
案
件

◆
小
諸
市
等
公
平
委
員
会
委
員
選

任
の
同
意

　

相
原　

良
男　

氏

条
例
な
ど

総
務
文
教
委
員
会

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例�

（
危
険
鳥
獣
の
対
応
に
従
事

す
る
職
員
に
対
し
、
危
険
鳥
獣

対
応
手
当
を
支
給
す
る
た
め
の

改
正
）

問	

『
危
険
鳥
獣
』
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
鳥
獣
を
指
す
の

か
。
ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
分

か
り
に
く
い
表
現
で
は
な
い
か
。

答	

『
危
険
鳥
獣
』
は
鳥
獣
保
護

管
理
法
に
規
定
さ
れ
た
用
語
で
、

ヒ
グ
マ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ

ノ
シ
シ
が
対
象
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
は
緊
急
銃
猟

に
係
る
訓
練
等
の
機
会
を
通
じ

て
市
民
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
福
祉
委
員
会

◆
小
諸
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

（
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
額
等
の
改
正
）

問	

＝　

質　

疑

答	
＝　

答　

弁

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

も
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
。

3 月定例会の
提出議案
及び

審議結果

⬇⇩

本会議における主な議案の表決結果
本欄に記載以外の議案については全会一致で原案可決されました。　〇は賛成、×は反対、欠は欠席をあらわしています。
なお、請願について、「採」は採択、「一部」は一部採択をあらわしています。議長は、表決に加わりません。　※は議長をあらわしています。

� 会派名・議員名
� （空欄は無所属）

議　案　名�

市誠会 幸笑みらい 日本共産党 公明党 南の風

青
木　

春
美

髙
橋　
　

公

小
林　

一
彦

丸
山　

正
昭

竹
内　

健
一

田
中　

寿
光

清
水
み
き
枝

中
村
美
奈
子

土
屋
さ
つ
き

楚
山　

伸
二

小
林
重
太
郎

掛
川　
　

剛

早
川　
　

聖

土
屋　

利
江

柏
木
今
朝
男

小
林　

哲
子

清
水
喜
久
男

田
邉　

久
夫

山
浦　

利
夫

令和 7年度小諸市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ※

今後の小諸東中学校区の再編を控え義務教育学校へ転
換した経緯の検証を求める請願

一部 一部 一部 一部 一部 一部 採 一部 一部 採 一部 採 採 一部 一部 一部 一部 一部 ※
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委員会活動報告

委員会審査
総務文教委員長　小林重太郎

クマ等に対応した際に支給される
� 「危険鳥獣手当（新設）」とは

総 務 文 教 委 員 会

　今回、職員の特殊勤務手当に関する条例改正により
「危険鳥獣手当」が新設されました。この危険鳥獣手
当が必要となった背景には、昨年改正された「鳥獣の
保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（略
称：鳥獣保護管理法）」があります。
　改正鳥獣保護管理法では、昨年の全国的なクマ被害
に対応するため、ヒグマ・ツキノワグマ・イノシシが
危険鳥獣に指定されました。（小諸市ではツキノワグ
マ・イノシシが対象）
　小諸市農林課では、専門的な資格を持つ職員が対応
に当たってきましたが、クマ等の捕獲等には大きな危
険が伴っています。今後も改正鳥獣保護管理法により、
生活圏でのクマの緊急駆除（緊急銃猟）への対応が想
定され、その訓練も捕獲者等の協力により進んできて
います。

　委員会では、現在も罠にかかったクマの確認や錯誤
捕獲されたクマの放獣等で危険に直面している職員の
現状が報告され、これまでの行政事務では想定されて
いないものとして、緊急銃猟時等5,000円・許可捕獲
2,000円の「危険鳥獣手当」が認められました。

常任委員会の活動報告

インスタグラム　フォロワー募集中�！
小諸市議会はInstagramで議会情報を発信中！
会期日程、議案の議決状況、一般質問のご案内などを分かりやす
くお届けします。
ぜひフォローをお願いします。

皆様の傍聴をお待ちしています

本会議と委員会は傍聴ができます。 9ページに掲載の定
例会の予定をご確認いただき、傍聴にお出かけください。
本会議場の傍聴席は37席で、先着順です。
市役所庁舎 4階の議会事務局窓口で受付をお願いします。
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委員会活動報告

分科会審査
市民福祉委員長　土屋　利江

増える、猫不妊去勢手術費補助金
今後どのように事業を推進していくか！

市 民 福 祉 委 員 会

生活環境課の審査のうち、 猫不妊去勢手術費補助金の
審査では
Ｑ：クラウドファンディングが目標額に未達であった
現状を踏まえ、来年度以降の財源確保の施策をど
のように考えているか。また、ふるさと納税の仕
組みとの関係はどうか。

Ａ：本事業はふるさと納税ではなく、クラウドファン
ディング制度を活用しているものである。クラウ
ドファンディングは市内外を問わず寄付及び寄付
金控除が可能な仕組みである。財源については、
クラウドファンデ
ィングのみに依存
せず、市単独予算
として約60万円を
本予算に措置して
おり、市内外から
の寄付と合わせて
事業を推進してい
きたい。

生活環境課の審査のうち、 ごみ袋の名称変更に伴う審
査では
Ｑ：ごみ袋の名称変更に伴う周知・啓発の進め方、既
存袋の取り扱い、および事業系ごみ袋値上げによ
る増収分の活用方針はどうか。

Ａ：広報や各種メディアを活用し、啓発および分別違
反へのステッカー対応を継続。既存袋はそのまま
使用可能。事業系ごみ袋の増収分はごみ処理の運
営委託費に充当する予定である。

分科会審査
産業建築委員長　楚山　伸二

祝・小諸市動物園開園100周年！
議場がポロシャツ一色に　一丸で節目を

産 業 建 設 委 員 会

　県内最古、国内でも 5番目に古い小諸市動物園は、
この 4 月に開園100周年を迎えました。今定例会では
令和 7年 6月から実施していた動物園再整備第 2期整
備工事の請負契約に関する議案や、令和 8年度に実施
する100周年記念事業に関連する条例・予算案を審議
しました。動物園は 4月26日にリニューアルオープン
を迎え、多くのお客さまで賑わっています。今後、 5
月24日には100周年記念式典が執り行われます。100周
年記念事業は、 1年間にわたり様々なイベントが開催
されますが、これまでに 0歳から中学 3年生までのお
子さんに記念パスポートを配布したほか、記念グッズ
としてトートバッグやポロシャツなどを製作し、これ
らは一般販売もされています。

　市議会でも議員がポロシャツを購入しました。今後、
6月と 9月の定例会初日・最終日、 5月、 7月の議員
全員協議会において、議員と議場内にいる理事者、職
員が一斉にこのポロシャツを着用し動物園開園100周
年をＰＲする予定です。議場で100周年を祝う取組、
皆さんぜひ傍聴にお越しください。
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代表質問

増
員
。
来
年
度
は
、
専
門
職
の
割
合
を

多
く
す
る
予
定
。
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
、
管
理
栄
養
士
を
採
用
し
、
専
門
性

を
高
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

庁
内
で
は
横
断
的
な
DX
推
進
本
部
が

設
置
さ
れ
、
行
政
事
務
の
効
率
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
取
組
は
ど
う
か
。

企
画
課
長

　

一
つ
は
国
が
主
導
す
る
情
報
提
供
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
活
用
。
二
つ

は
AI
議
事
録
作
成
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

三
つ
は
DX
を
推
進
す
る
人
材
育
成
。

質
問

　

お
て
つ
た
び
と
は
、
仕
事
と
旅
を
掛

け
合
わ
せ
、
地
方
の
人
手
不
足
解
消
を

図
り
、
関
係
人
口
の
創
出
、
拡
大
を
通

じ
て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
で
あ
る
。
お

て
つ
た
び
の
導
入
に
よ
り
、
移
住
定
住

の
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
は
ど
う
か
。

市
長

　

お
て
つ
た
び
を
実
質
的
な
お
試
し
移

住
体
験
と
位
置
付
け
、
参
加
後
も
継
続

的
な
関
係
を
維
持
し
、
将
来
的
に
移
住

定
住
へ
つ
な
が
る
取
組
に
し
た
い
。

質
問

　

国
債
や
積
立
基
金
の
運
用
を
通
じ
て
、

長
野
県
が
発
行
す
る
長
野
県
債
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
の
購
入
状
況
は
ど
う
か
。

財
政
課
長

　

国
債
、
都
道
府
県
債
を
購
入
し
て
お

り
、
基
金
残
高
に
対
す
る
債
権
の
運
用

割
合
は
約
12
％
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
は
、
令
和
4
年
と
7
年
に
購
入
。

質
問

　

金
利
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
時
に
検
討

し
て
い
る
基
金
の
運
用
は
あ
る
か
。

財
政
課
長

　

長
期
の
有
価
証
券
で
は
な
く
、
短
期

の
定
期
預
金
で
の
運
用
が
中
心
で
あ
る
。

近
年
利
率
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
基

金
の
一
括
運
用
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

よ
り
効
率
的
に
運
用
益
を
得
る
た
め
、

残
存
期
間
が
約
1
年
の
国
債
の
購
入
を

今
年
度
か
ら
始
め
た
。

質
問

　

持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
た
め
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
い
専
門

人
材
の
配
置
強
化
の
取
組
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

保
育
士
は
令
和
6
年
か
ら
計
画
的
に

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
「
市
政
が

市
民
の
た
め
に
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
」
を
質
す
た
め
に
行
う
も
の
で
、
代

表
質
問
と
個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
質
問
は
、
会
派
を
代
表
し
て
質

問
す
る
も
の
で
、
個
人
質
問
は
各
議
員

が
質
問
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
し
た
議

員
個
々
の
責
任
で
作
成
し
て
お
り
、
質

問
内
容
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
正
式
な
記
録
は
会
議
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
の
連
絡
先
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
議
員
紹
介
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議

会
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

代
表
質
問　

5
名

個
人
質
問　

13
名

代表質問

6月定例会の予定（ 6／12〜 7 ／ 8 ）
月 火 水 木 金 土 日

6／ 8 9 10 11 12 13 14

　 　 　 本会議（提案説明等） 　 　

15 16 17 18 19 20 21

　 　 　 　

22 23 24 25 26 27 28

本会議（一般質問） 本会議（一般質問） 本会議（一般質問） 総務文教委員会・分科会 市民福祉委員会・分科会 　 　

29 30 7 ／ 1 2 3 4 5

産業建設委員会・分科会 　 　 予算決算委員会 　 　

6 7 8 9 10 21 22

　 本会議（委員長報告等） 　 　

＊予定のため変更になる場合があります。詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

市議会では、皆さんの要望などを
請願や陳情として受け付けています。

請願・陳情〆切：令和 8年 6月 2日㈫正午

令和 8年 6月定例会で審議・審査する請
願・陳情の提出期限は令和 8年 6月 2日
㈫正午です。

詳細は市議会ＨＰをご覧ください。

お
て
つ
た
び
の
導
入
で
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を

公
明
党　

代
表

土
屋
利
江
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代表質問

費
の
高
騰
な
ど
の
課
題
が
あ
る
の
で
引

き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問

　

担
税
力
の
強
化
に
向
け
た
施
設
・
事

業
を
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。

財
政
課
長

　

担
税
力
の
強
化
は
、
小
諸
市
に
と
っ

て
長
年
の
課
題
で
あ
り
、
大
き
な
テ
ー

マ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

収
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
を
増
や
す

こ
と
が
最
も
基
本
的
な
取
組
で
あ
り
、

国
な
ど
の
政
策
に
左
右
さ
れ
な
い
健
全

な
財
政
運
営
に
直
結
す
る
施
策
と
考
え

て
い
る
。
幸
い
に
も
、
昨
年
33
年
ぶ
り

に
商
業
地
の
地
価
が
上
昇
す
る
と
い
っ

た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
信
念
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。

人
口
増
加
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

今
後
も
、
住
み
た
い
、
働
き
た
い
ま
ち

と
し
て
人
々
に
撰
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
行
政
と
し
て
で
き
る
施
策
・
事

業
に
最
大
限
取
組
ん
で
参
り
た
い
。

質
問

　

小
諸
市
の
現
在
の
財
政
状
況
の
課
題

は
何
か
。

市
長

　

財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標
に
お
い

て
は
、
経
常
収
支
比
率
、
経
常
一
般
財

源
等
比
率
と
も
令
和
5
年
度
に
比
べ
て

改
善
し
て
お
り
、
財
政
力
指
数
に
つ
い

て
は
僅
か
低
下
し
て
い
る
が
、
問
題
の

な
い
範
囲
と
判
断
し
て
い
る
。
健
全
化

判
断
比
率
に
お
い
て
も
、
実
質
公
債
費

比
率
な
ど
問
題
の
な
い
数
値
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
基
金
の
現
在
高
に
つ
い

て
も
増
額
し
て
お
り
、
地
方
債
現
在
高

に
つ
い
て
は
繰
上
償
還
を
行
い
な
が
ら
、

順
調
に
減
少
を
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

低
下
し
た
も
の
の
ま
だ
高
い
水
準
と
な

っ
て
い
る
の
で
引
き
続
き
改
善
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
健
全
な
財
政
状
況
と
判

断
し
て
い
る
が
、
今
後
も
学
校
再
編
事

業
な
ど
多
額
の
支
出
を
伴
う
大
型
事
業

が
継
続
し
て
お
り
、
更
に
、
老
朽
化
し

て
い
る
公
共
施
設
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
等

の
修
繕
・
改
良
に
加
え
、
物
価
や
人
件

教
育
長

　

芦
原
新
校
の
成
果
と
課
題
が
開
校
後

に
出
て
く
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
基
に

検
証
し
な
が
ら
小
諸
東
中
学
校
区
再
編

に
向
け
て
い
き
た
い
。

質
問

　

小
諸
東
中
学
校
区
は
小
学
校
が
分
離

せ
ざ
る
を
得
な
い
形
に
な
る
と
思
う
。

ど
う
整
合
を
図
る
の
か
。
市
内
で
3
校

と
い
う
考
え
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な

い
の
か
。

教
育
長

　

そ
れ
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
可
能

性
の
中
に
入
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

質
問

　

こ
れ
か
ら
の
東
南
部
地
域
は
佐
久
平

駅
と
の
関
連
も
含
め
て
変
化
が
考
え
ら

れ
る
。
学
校
の
数
は
柔
軟
な
考
え
で
臨

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

　

今
こ
こ
で
3
校
が
い
い
と
か
2
校
が

い
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
そ

の
よ
う
に
柔
軟
に
現
在
調
査
を
し
て
い

る
。
予
算
の
関
係
な
ど
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
も
検
討
し
な
が
ら
可
能
性
を
追
っ
て

い
き
た
い
。

質
問

　

自
治
基
本
条
例
第
25
条
で
市
政
に
係

る
重
要
な
施
策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

と
き
に
は
事
前
に
そ
の
案
を
公
表
し
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
、
提
出
さ
れ

た
意
見
の
採
否
の
結
果
、
理
由
を
公
表

す
る
と
し
て
い
る
。
仮
設
校
舎
の
予
算

を
出
し
て
き
た
と
き
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。教

育
長

　

設
計
者
の
声
を
信
じ
て
一
部
仮
設
を

了
承
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
で

あ
れ
ば
最
初
か
ら
全
部
仮
設
で
提
案
す

る
と
い
う
力
強
い
思
い
が
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
か
な
と
反
省
し
て
い
る
。

市
長

　

最
初
か
ら
全
部
仮
設
で
行
け
ば
よ
か

っ
た
と
思
う
。
市
民
の
大
き
な
声
を
酌

み
と
り
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

多
く
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

を
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
し
た
い
。

質
問

　

小
諸
東
中
学
校
区
の
課
題
に
つ
い
て
、

1
校
に
再
編
し
よ
う
と
す
る
と
大
規
模

校
と
な
る
。
義
務
教
育
学
校
の
在
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。

芦
原
新
校
の
教
訓
を
小
諸
東
中
校
区
再
編
に
活
か
せ

日
本
共
産
党　

代
表

掛

川

剛

小
諸
市
の
現
在
の
財
政
上
の
課
題
は
何
か

市
誠
会　

代
表

小
林
一
彦
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代表質問

順
次
必
要
な
予
算
化
も
進
め
て
い
く
。

提
言
7
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
外
国
人

住
民
の
実
態
調
査
等
を
実
施
し
、
小
諸

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
た
い
。
提
言

8
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
施
設
や
建
物

を
指
す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
・
若
者

が
安
心
し
て
い
ら
れ
る
、
自
分
ら
し
く

い
ら
れ
る
、
地
域
と
つ
な
が
れ
る
場
全

体
を
広
く
居
場
所
と
し
て
捉
え
総
合
的

な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。
提
言
9
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
観
光
客
に
と
っ
て

居
心
地
が
よ
く
歩
い
て
楽
し
め
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
音
楽
そ
の
他

の
文
学
的
要
素
を
加
え
、
よ
り
楽
し
め

る
ま
ち
を
目
指
し
た
取
組
も
研
究
す
る
。

質
問

　

人
口
減
少
社
会
が
進
む
中
、
様
々
な

検
証
結
果
を
見
据
え
た
上
で
の
小
諸
市

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
何
か
。

市
長

　

人
口
の
自
然
増
へ
の
新
た
な
一
手
と

し
て
「
産
み
た
い
に
寄
り
添
う
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
す
。
ア
プ
リ
「
ル
ナ
ル

ナ
」
に
よ
る
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

情
報
提
供
の
自
然
妊
娠
率
向
上
や
適
切

な
時
期
で
の
不
妊
治
療
開
始
を
後
押
し
、

加
え
て
若
い
世
代
の
結
婚
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
新
た
に
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
を
展
開
す
る
。

質
問

　

令
和
7
年
度
、
市
長
に
会
派
か
ら
提

出
し
た
政
策
提
言
9
項
目
の
大
枠
、
教

育
投
資
に
関
わ
る
内
容
と
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
内
容
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

市
長

　

提
言
内
容
の
1
番
か
ら
6
番
の
教
育

投
資
に
係
わ
る
内
容
に
つ
い
て
は
私
の

理
念
と
合
致
す
る
も
の
だ
。
今
後
の
方

向
性
と
し
て
は
予
算
化
し
た
事
業
を
着

実
に
執
行
し
、
提
言
内
容
は
吟
味
し
た

上
で
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
対
応
し
、

の
改
修
が
中
心
と
な
り
初
期
投
資
が
抑

え
ら
れ
、
施
設
一
体
型
で
は
新
築
や
大

規
模
改
修
に
伴
う
多
額
の
初
期
費
用
が

必
要
と
な
る
が
、
コ
ン
サ
ル
会
社
か
ら

の
結
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
最
適
な

選
択
を
行
い
、
令
和
8
年
度
中
に
は
確

実
に
資
料
の
提
示
を
行
う
。

質
問

　

小
諸
市
の
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

は
ど
う
か
。

市
長

　

国
は
長
引
く
物
価
高
騰
や
異
次
元
の

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
本
年
4
月

よ
り
公
立
小
学
校
の
給
食
費
を
実
質
無

償
化
す
る
た
め
の
給
食
費
負
担
軽
減
交

付
金
を
創
設
す
る
こ
と
に
伴
い
当
市
と

し
て
も
4
月
か
ら
無
償
化
を
実
施
す
る
。

質
問

　

給
食
時
の
黙
食
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
期
に
は
感
染
防
止
と
し
て
会
話
を
控

え
る
黙
食
を
行
っ
た
。
感
染
法
上
で
5

類
へ
移
行
し
文
部
科
学
省
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
の
食
事
と
し
て
い
る
。

質
問

　

東
中
学
校
区
の
義
務
教
育
学
校
の
整

備
方
針
は
ど
う
か
。

市
長

　

令
和
5
年
7
月
に
策
定
し
た
小
諸
市

学
校
再
編
計
画
で
全
市
的
に
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
基
本
方

針
で
は
将
来
的
に
は
施
設
一
体
型
の
義

務
教
育
学
校
を
目
指
す
と
し
、
芦
原
新

校
で
の
取
組
や
成
果
、
課
題
を
検
討
し
、

そ
の
知
見
を
活
か
し
た
上
で
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
と
共
に
時
間
を
か
け
て

丁
寧
に
議
論
を
重
ね
、
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
最
適
な
整
備
方
針
と
す
る
。

質
問

　

時
間
を
か
け
て
丁
寧
な
議
論
を
重
ね

る
の
は
良
い
が
、
施
設
一
体
型
、
施
設

分
離
型
、
3
つ
の
義
務
教
育
学
校
に
お

け
る
教
育
効
果
の
違
い
、
財
政
的
な
違

い
を
い
つ
頃
示
せ
る
か
。

教
育
次
長

　

施
設
分
離
型
で
は
既
存
の
校
舎
を
活

用
す
る
の
で
小
中
学
校
の
交
流
が
減
る

傾
向
で
、
施
設
一
体
型
で
は
9
年
間
を

通
じ
て
異
学
年
が
交
流
で
き
る
。
財
政

的
に
は
施
設
分
離
型
で
は
既
存
の
校
舎

令和 7年10月15日提出

小
諸
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
会
派
か
ら
の
政
策
提
言

幸
笑
み
ら
い　

代
表

中
村
美
奈
子

東
中
学
校
区
の
義
務
教
育
学
校
の
整
備
方
針
は
？

南
の
風　

代
表

清
水
喜
久
男



（12）

個人質問

小
諸
市
独
自
の
理
念
を
具
現
化
し
、
市

民
の
皆
様
と
共
有
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組
む
。

質
問

　

東
中
学
校
区
の
再
編
に
つ
い
て
地
域

住
民
、
保
護
者
、
教
職
員
、
児
童
生
徒

と
の
議
論
の
積
み
重
ね
や
懇
話
会
の
立

ち
上
げ
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

　

東
中
学
校
区
に
ふ
さ
わ
し
い
在
り
方

に
つ
い
て
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
、
合
意

形
成
を
図
り
最
適
な
整
備
方
針
を
検
討

す
る
。
懇
話
会
の
よ
う
な
協
議
組
織
の

設
置
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
組
み
合
わ

せ
、
幅
広
い
層
の
皆
様
の
意
見
を
い
た

だ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

質
問

　

小
学
校
の
活
用
方
法
を
考
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
今
後
ど
の
よ
う

に
跡
地
利
用
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

市
長

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
や
企
業
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
踏
ま
え
、
小
学

校
ご
と
に
公
共
施
設
を
集
約
し
て
活
用
、

民
間
事
業
者
や
団
体
な
ど
へ
の
譲
渡
や

貸
付
け
、
公
共
施
設
と
民
間
事
業
者
に

よ
る
活
用
の
併
用
等
、
活
用
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
の
検
討
を
す
る
。

ま
た
指
定
避
難
所
の
機
能
、
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
へ
の
影
響
等
の
配
慮
す
べ

き
事
項
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
活
用
方
針

案
を
今
年
度
末
ま
で
に
作
成
す
る
。

質
問

　

小
諸
市
の
小
中
一
貫
教
育
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
は
教
育
委
員
会
で
示
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
当
た
り
、

目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
や
9
年
間
の
学

び
の
連
続
性
を
可
視
化
し
た
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
教
育
委
員
会
が
責
任
を
持

っ
て
示
す
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
率
（
売
上

÷

経
費
）

は
市
内
便
20
・
0
％
に
対
し
、
佐
久
平

便
は
11
・
2
％
と
か
な
り
劣
る
。
だ
か

ら
事
業
化
で
き
な
い
と
私
な
り
に
市
民

に
説
明
し
た
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

建
設
水
道
部
長

　

そ
の
分
析
結
果
も
わ
か
り
や
す
く
て

良
い
の
で
参
考
に
す
る
。

　

そ
の
一
方
で
既
存
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
・
鉄
道
事
業
者
と
の
競
合
も
あ
る
の

で
、
や
は
り
事
業
化
は
厳
し
い
と
考
え

る
。
と
同
時
に
、
市
民
の
移
動
手
段
の

確
保
の
た
め
に
今
後
も
社
会
情
勢
の
変

化
に
は
注
視
し
て
い
く
。

質
問

　

愛
の
り
く
ん
の
佐
久
平
便
は
、
2
回

合
計
8
カ
月
に
わ
た
る
試
験
運
行
を
実

施
し
た
が
、
2
回
目
、
3
カ
月
間
の
実

績
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

市
長

　

総
便
数
171
便
に
対
し
て
稼
働
便
数
は

63
便
で
稼
働
率
は
36
・
8
％
、
延
べ
利

用
者
数
は
85
名
だ
っ
た
。
ま
た
1
便
当

た
り
の
平
均
乗
車
人
数
は
1.4
人
で
、
市

内
便
の
2.6
人
と
比
べ
て
低
か
っ
た
。

質
問

　

私
は
ず
っ
と
愛
の
り
く
ん
の
佐
久
平

便
の
事
業
化
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
の
で
、

こ
の
結
果
も
市
民
に
伝
え
て
い
く
。
そ

の
評
価
と
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

市
長

　

佐
久
平
便
は
、
今
年
度
で
試
験
運
行

を
終
了
し
、
当
面
は
本
格
運
行
し
な
い

こ
と
と
す
る
。
市
内
便
の
利
用
者
は

年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
市
内
便
に
資
源
を
投
入
し
、
利
用

者
の
需
要
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

私
も
試
験
運
行
の
途
中
経
過
を
聞
き
、

独
自
に
条
件
を
合
わ
せ
て
試
算
し
た
が
、

愛
の
り
く
ん
・
佐
久
平
便
の
事
業
化
は
、
Ｎ
Ｇ

高

橋

公

小
学
校
の
跡
地
利
用
・
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

土
屋
さ
つ
き

芦原新校の模型（第 5回ワークショップ）

個人質問
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個人質問

設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

　

小
諸
義
塾
高
校
と
の
地
域
連
携
協
働

室
の
具
体
的
な
連
携
は
ど
う
か
。

市
長

　

地
域
連
携
協
働
室
は
、
4
月
に
開
校

す
る
小
諸
義
塾
高
校
内
に
設
置
さ
れ
、

地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
予
定
で
あ
る
。
本
協
働
室
が
高
校

と
地
域
、
企
業
、
大
学
な
ど
を
つ
な
ぐ

ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
も
た
せ
て
、
各

機
関
と
の
調
整
や
事
業
の
企
画
を
担
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問

　

地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
に
よ
る
活

動
状
況
と
課
題
は
ど
う
か
。

市
長

　

総
務
省
が
推
進
す
る
本
制
度
は
、
都

市
部
に
所
在
す
る
企
業
な
ど
と
、
地
方

自
治
体
が
協
定
書
な
ど
に
基
づ
き
社
員

を
地
方
自
治
体
に
一
定
期
間
派
遣
し
、

地
域
課
題
に
対
し
て
社
員
の
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、

即
戦
力
人
材
と
し
て
地
域
活
性
化
を
図

る
取
組
で
あ
る
。
自
治
体
が
派
遣
元
に

支
払
う
人
件
費
な
ど
の
経
費
は
、
国
か

ら
の
特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
は
今
年
度
初
め
て
制
度

を
導
入
し
て
、
現
在
3
社
4
名
の
社
員

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

質
問

　

小
諸
共
学
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
案

に
つ
い
て
、
ど
う
期
待
し
て
い
る
の
か
。

市
長

　

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
案
は
、
今
春
開

校
す
る
小
諸
義
塾
高
校
を
核
と
し
て
、

小
諸
市
、
産
業
界
、
大
学
な
ど
が
連
携

し
、
地
域
と
共
に
学
び
、
地
域
と
共
に

つ
く
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

在
造
成
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
年
内

の
完
成
に
向
け
進
め
て
い
る
。
企
業
誘

致
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
申
し
あ
げ
て

い
る
と
お
り
、
地
域
の
強
み
で
あ
る
自

然
環
境
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
接
と

い
う
交
通
の
利
便
性
、
軽
井
沢
エ
リ
ア

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど
の
価
値
を

共
有
で
き
る
企
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
う

新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
IT
関
連

業
種
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘

致
に
も
注
力
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
近
接
と
い
う
有
利
な
条
件

か
ら
商
業
系
の
業
種
の
可
能
性
も
検
討

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

企
業
誘
致
を
図
る
た
め
の
提
供
で
き

る
商
品
と
し
て
の
土
地
等
は
あ
る
か
。

市
長

　

第
12
次
基
本
計
画
に
お
け
る
企
業
誘

致
の
方
針
は
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

企
業
誘
致
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
を
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
企
業
、
事

業
者
、
企
業
、
創
業
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
と
し
て
お
り
継
続
し
て
企
業
誘
致

に
注
力
し
て
き
た
。

　

現
在
は
新
た
な
産
業
団
地
と
し
て
、

「
小
諸
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」
の
造
成

に
着
手
し
て
お
り
、
12
月
に
予
定
す
る

造
成
工
事
の
完
了
に
先
立
ち
、
ホ
ー
ム

ぺ
―
ジ
上
で
立
地
企
業
の
募
集
予
告
を

開
始
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で

の
企
業
誘
致
と
同
様
に
引
き
続
き
民
間

用
地
の
情
報
収
集
も
行
い
、
そ
の
活
用

も
進
め
て
い
る
。

質
問

　

新
産
業
団
地
へ
の
進
出
企
業
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

市
長

　

令
和
5
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
た
小

諸
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
整
備
は
、
現

官
民
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ

田
中
寿
光

企
業
誘
致
を
図
る
た
め
の
土
地
等
は
あ
る
か

丸
山
正
昭

小諸義塾高校　地域連携協働室

進む新産業団地造成
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個人質問

る
。
子
ど
も
側
に
と
っ
て
も
、
家
庭
以

外
の
身
近
な
大
人
と
の
信
頼
関
係
は
、

虐
待
の
早
期
把
握
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

ど
の
よ
う
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
か
。

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

　

常
に
そ
の
家
庭
の
悩
み
を
聞
き
、
背

景
を
確
認
し
な
が
ら
、
課
題
や
悩
み
の

根
本
を
認
識
し
な
が
ら
、
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　

職
員
の
質
の
向
上
、
支
援
に
当
た
る

基
本
的
な
部
分
を
高
め
る
取
組
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
ま
た
現
状

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
窓
口
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

　

子
ど
も
の
旧
姓
使
用
は
可
能
か
。

市
長

　

戸
籍
上
の
氏
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

学
校
生
活
に
お
い
て
は
旧
姓
の
使
用
を

認
め
た
り
、
連
絡
網
等
の
宛
名
に
つ
い

て
配
慮
し
た
り
す
る
な
ど
、
お
子
様
の

気
持
ち
や
家
庭
の
事
情
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
こ
う

し
た
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
教
職
員
や

保
育
士
に
対
し
て
も
、
多
様
な
家
族
形

態
へ
の
理
解
を
深
め
る
研
修
等
を
行
い
、

当
事
者
の
皆
様
が
相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

質
問

　

虐
待
・
性
被
害
の
早
期
発
見
と
連
携

は
ど
う
か
。

市
長

　

地
域
か
ら
の
孤
立
や
サ
ポ
ー
ト
の
薄

さ
、
育
児
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
ど
の
よ
う
な

家
庭
に
お
い
て
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
声
か
け
や

つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は

虐
待
予
防
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

う
ち
農
地
取
得
の
下
限
面
積
が
撤
廃
さ

れ
、
農
地
法
第
3
条
の
審
議
が
急
増
し

農
業
委
員
会
に
農
地
の
全
筆
調
査
が
求

め
ら
れ
、
真
夏
に
市
内
約
3
万
筆
の
現

況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

第
26
期
の
課
題
は
何
か
。

農
業
委
員
会
会
長

　

最
大
の
課
題
は
、
女
性
農
業
委
員
が

少
な
い
事
、
農
地
の
遊
休
荒
廃
地
化
・

農
業
後
継
者
対
策
で
あ
る
。
ま
ず
は
一

丸
と
な
る
組
織
・
意
識
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
わ
り
下
限
面
積
撤
廃
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
多
様
な
担
い
手
を
意
識

し
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

質
問

　

第
25
期
の
取
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

農
業
委
員
会
会
長

　

農
業
委
員
会
の
活
動
は
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
・
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
等
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」
を
中
心
に
、
農
地
法
に
基
づ
く
農

地
の
権
利
移
動
の
許
可
、
農
地
転
用
案

件
へ
の
意
見
具
申
な
ど
、
農
地
に
関
す

る
事
務
を
執
行
し
て
い
る
。
農
業
委
員

会
は
、
市
長
か
ら
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
さ
れ
た
「
農
業
委
員
」
と
農
業
委

員
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
」
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

第
25
期
で
の
取
組
み
は
、
地
域
計
画

・
目
標
地
図
の
作
成
で
あ
る
。
地
域
計

画
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
法
定
化
さ

れ
、
地
域
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く

事
が
特
徴
で
あ
り
、
10
年
後
を
見
据
え

た
農
地
利
用
の
あ
り
方
を
地
図
化
し
作

成
を
担
っ
て
い
る
の
が
農
業
委
員
会
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
仕
事
を
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
会
で
協
議
を

重
ね
取
組
ん
で
い
る
。

　

第
25
期
中
に
、
農
地
の
権
利
移
動
の

ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー（
子
連
れ
再
婚
）課
題
は
？

小
林
哲
子

農
業
委
員
会
の
多
忙
な
仕
事
と
大
き
な
課
題
は
何
か

青
木
春
美

農業の楽しさ・後継者を増やそう
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個人質問

校
内
会
場
の
使
用
許
可
も
安
全
配
慮
義

務
の
範
疇
で
あ
る
。

質
問

　

答
弁
が
後
か
ら
次
々
と
変
わ
る
現
状

は
、
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

　

市
長
は
教
育
委
員
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
今
後
の
市
民
や
議
会
と
の
信
頼
関
係

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　

教
育
委
員
会
が
議
会
を
軽
ん
じ
て
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
発
言
を
し
て
い
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　

教
育
長
の
発
言
が
間
違
っ
て
い
る
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
誤
解
が
な
い
よ

う
今
後
は
注
意
が
必
要
だ
。

質
問

　

12
月
議
会
に
お
い
て
、
校
長
は
請
願

書
の
作
成
に
「
関
わ
っ
て
い
な
い
」、

教
育
長
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
「
会
っ
て
い

な
い
」
と
答
弁
し
た
が
、
後
の
調
査
に

よ
り
校
長
に
よ
る
清
書
や
、
市
役
所
内

で
の
事
前
の
面
会
が
判
明
し
た
。
な
ぜ

発
言
が
食
い
違
っ
た
の
か
。

教
育
長

　

当
初
は
、
原
案
作
成
に
校
長
が
関
わ

っ
て
い
な
い
と
聞
き
取
っ
て
い
た
。
再

調
査
の
結
果
、
多
忙
な
役
員
に
代
わ
り

校
長
が
清
書
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

面
会
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
懇
談
会
と

混
同
し
て
い
た
。

質
問

　
「
署
名
は
学
校
で
集
め
た
も
の
で
は

な
い
」
と
答
弁
し
た
が
、
実
際
は
授
業

参
観
日
に
校
内
で
行
わ
れ
て
い
た
。
意

図
的
に
伏
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　

当
時
は
知
ら
ず
、
後
に
市
民
団
体
の

指
摘
で
知
っ
た
。
署
名
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
で
教
職
員
は
関
与
し
て
お
ら
ず
、

教
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
政
治
的
活
動
に
は
当
た
ら
な
い
。

対
象
拡
大
に
向
け
て
検
討
に
入
り
た
い
。

質
問

　

新
年
度
よ
り
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
を
導
入
す
る
園
と
仕
組
み
は
ど

う
か
。

市
長

　

東
・
西
・
南
城
森
の
保
育
園
の
3
園

で
、
0
〜
2
歳
児
を
月
10
時
間
と
し
、

毎
日
2
〜
3
名
を
予
定
し
受
け
入
れ
る
。

質
問

　

導
入
に
よ
り
業
務
量
が
か
さ
む
が
そ

の
対
応
と
保
育
士
離
職
率
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

　

代
替
保
育
士
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
離
職
率
は
令
和
6
年
度
8
％
、
7

年
度
は
5
％
で
あ
る
。

質
問

　

小
学
生
児
童
総
数
と
給
食
費
の
年
額

及
び
一
人
当
た
り
の
単
価
は
い
く
ら
か
。

教
育
長

　

児
童
数
は
1
千
800
人
、
一
食
当
た
り

330
円
、
年
額
6
万
6
千
330
円
が
保
護
者

負
担
の
軽
減
と
な
り
、
年
間
の
事
業
費

ベ
ー
ス
で
1
億
1
千
900
万
円
余
で
あ
る
。

質
問

　

国
の
助
成
は
、
ひ
と
月
の
上
限
を
5

千
200
円
と
定
め
て
お
り
、
市
の
実
質
負

担
は
年
額
い
く
ら
か
。

教
育
長

　

実
質
負
担
額
は
1
千
643
万
円
と
な
る
。

質
問

　

財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

財
政
課
長

　

8
年
度
分
は
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
充
当
す
る
。

質
問

　

仮
に
中
学
校
を
無
償
化
し
た
場
合
の

試
算
と
今
後
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

教
育
長

　

市
単
独
で
無
償
化
を
実
施
す
る
と
、

約
9
千
165
万
円
の
負
担
で
あ
り
、
ま
た

国
の
支
援
制
度
が
整
い
次
第
速
や
か
に

給
食
費
無
償
化
・「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
」を
質
す

竹
内
健
一

そ
の
場
し
の
ぎ
の
発
言
は『
議
会
軽
視
』で
は
⁉

楚
山
伸
二

小学校給食費無償化！　 4月より始まる



（16）

個人質問

質
問

　

小
諸
市
の
発
祥
は
古
代
の
牧
場
、
牧

に
由
来
し
、
平
安
時
代
に
は
大
室
、
小

室
の
郷
か
ら
、「
諸
」
の
郷
へ
と
発
展

し
た
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
諸
」
地
区
の
妙
楽
寺
周
辺
や
小
室
太

郎
光
兼
が
館
を
構
え
た
地
が
歴
史
の
始

ま
り
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
歴
史
学
を
学

ぶ
者
の
中
で
は
通
説
だ
。
こ
こ
「
諸
」

の
水
明
小
学
校
の
後
利
用
と
し
て
、
郷

土
博
物
館
や
資
料
館
と
し
て
の
利
活
用

を
選
択
肢
に
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　

水
明
小
学
校
が
い
い
と
は
言
い
づ
ら

い
。
水
明
小
学
校
に
限
定
せ
ず
、
対
象

と
な
る
3
校
の
中
で
検
討
し
た
い
。

質
問

　

郷
土
史
を
学
ぶ
博
物
館
、
古
文
書
館
、

調
査
室
な
ど
は
地
域
の
歴
史
、
文
化
遺

産
の
収
集
・
保
存
、
調
査
研
究
し
展
示

や
閲
覧
を
通
じ
て
、
次
世
代
へ
継
承
す

る
中
核
的
な
施
設
。
博
物
館
は
実
物
展

示
と
教
育
、
古
文
書
館
は
公
的
記
録
の

永
久
保
存
と
利
用
、
調
査
室
は
詳
細
な

歴
史
分
析
を
主
軸
に
地
域
の
歴
史
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
役
割
が
あ
る
。
市
長

任
期
の
折
り
返
し
地
点
で
も
あ
る
の
で
、

確
か
な
展
望
を
指
し
示
し
て
ほ
し
い
。

水
明
小
学
校
跡
地
へ
の
郷
土
博
物
館
設

置
の
検
討
は
ど
う
か
。

市
長

　

水
明
小
学
校
は
、
小
諸
イ
ン
タ
ー
に

近
い
立
地
等
か
ら
、
道
の
駅
の
意
見
が

最
も
多
く
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
宿
泊
施
設
、

商
業
施
設
、
企
業
誘
致
等
の
意
見
が
多

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
や
企
業
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
結
果
等
も
参
考
に
今
年
度
内

を
目
標
に
活
用
方
針
案
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
郷
土
博
物
館
や
資
料
館
等
公

共
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、
水
明
小
に

限
定
せ
ず
、
坂
の
上
小
・
千
曲
小
を
含

め
た
3
校
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

目
指
し
、
市
民
が
安
全
・
安
心
に
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
図
る
も
の
で
、
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
を
中
核
に
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問

　

小
諸
市
動
物
園
開
園
100
周
年
の
捉
え

方
と
、
持
続
可
能
な
観
光
拠
点
の
戦
略
、

回
遊
性
の
創
出
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

市
長
・
産
業
振
興
部
長

　

100
周
年
を
契
機
に
懐
古
園
の
歴
史
や

自
然
、
観
光
拠
点
の
新
た
な
魅
力
を
高

め
持
続
可
能
な
観
光
拠
点
と
し
て
い
く
。

市
内
観
光
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
観
光
ツ
ア
ー
の
造
成
を

通
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
市
全
体
の

周
遊
促
進
と
相
乗
効
果
を
図
り
た
い
。

質
問

　
「
選
ば
れ
る
ま
ち
・
小
諸
」
に
向
け
、

若
者
・
子
育
て
世
代
が
住
み
続
け
た
い

環
境
や
選
ば
れ
る
ま
ち
の
価
値
の
明
確

化
、
発
信
を
、
ど
う
推
進
し
、
そ
れ
を

人
口
構
造
の
改
善
に
繋
げ
て
い
く
の
か
。

市
長

　

働
き
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
、

本
市
の
強
み
を
生
か
し
た
、
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

選
ば
れ
る
ま
ち
の
価
値
は
、
子
育
て
支

援
や
教
育
環
境
充
実
、
産
業
団
地
整
備

や
起
業
支
援
な
ど
に
よ
る
雇
用
と
住
ま

い
の
支
援
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化

な
ど
の
地
域
資
源
に
あ
る
。
情
報
発
信

に
よ
り
社
会
増
や
地
価
上
昇
の
流
れ
を

持
続
的
な
ま
ち
の
力
へ
と
繋
げ
て
い
く
。

質
問

　

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
、
小
諸
版

ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を
、
本
市
の
将
来

を
支
え
る
重
要
な
基
盤
と
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
市
政
運
営
の

中
で
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

高
齢
福
祉
課
長

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
は
健
康
や
福
祉

な
ど
全
分
野
で
健
康
で
健
全
な
ま
ち
を

や
っ
と
市
立
郷
土
博
物
館
の
開
設
目
途
が
立
っ
た
か
？

早

川

聖

選
ば
れ
る
ま
ち
・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

柏
木
今
朝
男

（尼崎市教育委員会所蔵資料）

動物園100周年から魅力あるまちづくりへ
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個人質問

財
政
課
長

　

今
後
、
掃
除
受
託
業
者
と
も
、
課
題

の
共
有
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　
「
人
生
会
議
」
や
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
ノ
ー
ト
」、「
若
者
向
け
デ
ジ
タ
ル
終

活
」
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。

市
長

　

小
諸
北
佐
久
医
療
・
介
護
連
携
推
進

協
議
会
に
お
い
て
、
親
の
介
護
に
直
面

し
た
子
ど
も
が
人
生
会
議
の
必
要
性
を

認
識
す
る
ア
ニ
メ
動
画
を
作
成
し
て
い

る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
理
念
の
も

と
、
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
生
き
る
こ

と
を
支
え
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

普
及
に
努
め
て
い
く
。

質
問

　

香
害
へ
の
課
題
は
ど
う
か
。

市
長

　

香
害
は
柔
軟
剤
や
洗
剤
、
ま
た
消
臭

剤
な
ど
家
庭
用
品
な
ど
に
含
ま
れ
る
香

料
成
分
に
よ
り
頭
痛
や
吐
き
気
、
め
ま

い
な
ど
の
体
調
不
良
を
訴
え
る
方
が
お

り
、
国
に
お
い
て
も
化
学
物
質
過
敏
症

な
ど
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

い
う
課
題
だ
と
認
識
を
し
て
い
る
。

質
問

　

学
校
や
公
共
施
設
で
の
、
香
料
へ
の

配
慮
に
関
す
る
指
針
や
対
応
は
あ
る
か
。

市
長

　

明
文
化
さ
れ
た
指
針
や
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
は
な
い
が
、
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
大
切
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し

な
が
ら
市
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
観

点
か
ら
啓
発
等
の
取
組
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

質
問

　

国
や
県
の
動
向
を
見
て
い
て
も
間
に

合
わ
な
い
。
香
害
に
よ
り
市
役
所
に
入

れ
な
い
と
い
う
方
も
い
る
が
、
市
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

の
た
め
、
寒
さ
対
策
が
不
十
分
と
思
わ

れ
る
状
況
も
散
見
さ
れ
、
そ
の
点
で
は

健
康
面
に
も
影
響
す
る
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
か

ら
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
力
で
、

で
き
れ
ば
校
則
も
変
え
て
い
か
れ
る
よ

う
な
方
向
性
を
育
て
て
い
き
た
い
。

質
問

　

例
え
ば
運
動
着
の
胸
に
ネ
ー
ム
を
入

れ
る
こ
と
の
廃
止
は
圧
倒
的
な
支
持
が

あ
る
。
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
声

に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
い
る
か
。

教
育
長

　

運
動
着
の
こ
と
に
つ
い
て
も
承
知
し

て
お
り
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　

小
中
学
校
で
の
着
替
え
に
お
い
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。

教
育
長

　

学
校
生
活
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
身

体
的
な
成
長
に
伴
う
羞
恥
心
に
配
慮
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
や
運
動

に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
基

本
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問

　

こ
の
質
問
は
次
の
通
学
時
の
服
装
の

こ
と
と
併
せ
て
、
と
て
も
深
い
問
題
で

あ
り
、
保
護
者
の
方
々
あ
る
い
は
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
切
実
な
思
い
を
受
け
て

の
も
の
だ
が
ど
う
か
。

教
育
長

　

今
後
も
し
っ
か
り
と
声
を
受
け
止
め

て
い
く
。

質
問

　

寒
い
時
期
の
中
学
校
へ
の
通
学
時
の

服
装
に
健
康
面
で
の
問
題
は
な
い
か
。

教
育
長

　

女
子
生
徒
は
ス
カ
ー
ト
着
用
が
主
流

「
香
害
」っ
て
な
に
？
／
人
生
会
議
の
充
実
を
！

清
水
み
き
枝

児
童
生
徒
の
健
康
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
を
！

小
林
重
太
郎

その香り困っているひとがいます

運動着は全小中学校で共通にすべき！
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個人質問

若
者
や
子
育
て
世
代
の
声
が
、
政
策
形

成
に
生
か
せ
る
よ
う
実
行
性
の
あ
る
意

見
聴
取
と
情
報
発
信
を
重
ね
て
い
く
。

質
問

　

今
後
、
観
光
と
市
民
生
活
の
両
立
を

図
る
た
め
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
具

体
策
は
何
か
。

産
業
振
興
部
長

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
今

後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
多
く
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、

多
言
語
で
の
案
内
表
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
な
ど
、
今
か
ら
迎
え
入
れ
る
準

備
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問

　

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
対
策
の

充
実
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

　

妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
期
や
そ
の
先

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
至
る
ま
で
一
貫

し
た
支
援
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
整
え
支

援
者
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
継
続
的

に
構
築
し
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
な
げ
る
。

質
問

　

空
き
家
、
空
き
店
舗
対
策
の
現
状
と

利
活
用
促
進
の
方
策
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
部
長

　

空
き
店
舗
の
件
数
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
新
規
で
操
業
さ
れ
て
い
る
店
舗

が
増
え
て
い
る
の
で
、
空
き
店
舗
自
体

は
埋
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

の
利
活
用
促
進
に
空
き
店
舗
補
助
金
を

活
用
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
セ
ミ
ナ
ー

相
談
会
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

質
問

　

若
者
や
子
育
て
世
代
の
意
見
を
政
策

形
成
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
化
は
ど
う
か
。

企
画
課
長

　

常
設
の
制
度
化
は
行
わ
な
い
も
の
の

市
民
に
寄
り
添
っ
た
ま
ち
づ
く
り

田
邉
久
夫

地域で作るまちづくり
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特集記事

学校再編事業
芦原新校の実施設計の進捗状況
設計技術協力の状況（芦原中学区校舎等整備工事）
小中学校統合準備委員会の進捗状況
小諸東中学校区の学校再編について

気になる！
どうなる！
どうなった⁉

PICK UP Ⅰ

　 3月13日現在で芦原新校の実施設計については、
中間教室の配置、給食室の拡張、トイレの便器増
設・新設以外に音楽棟の構造（音の配慮）、浅間
広場・「コモにわ」のレイアウト、北棟・中棟多
目的室の位置、エレベーターの改修工事が基本設
計から変更になっている。議会としてコストダウ
ンのための変更点、多目的室の位置変更で異学年
の教室が隣りになる点、説明のなかった昇降口の
寒さ対策の詳細等の確認をした。
　設計技術協力の状況ではＶＥ／ＣＤ（※）項目と
して「コモにわ」の使用見直しにより家具、プラ
ンター、ベンチ、テーブル、ネット遊具中止とあ
ったが、学校の特色や魅力が損なわれないよう、
財政面とのバランスを考慮するよう求めた。
　また統合準備委員会の通学部会においてスクー
ルバスは 6路線 6台が必要と見込まれているが、

バス停の場所や運転手の確保、ロータリーに 6台
置けるかどうか等詳細な検討が必要である。
　小諸東中学校区の学校再編は支援業務委託業者
が調査研究を令和 7年度中に行い、複数案の中で
現実的な案を令和 8年度中に公表予定と確認した。

「コモにわ」イメージ図
（画像提供：渡邉健介建築設計事務所）

脱炭素先行地域づくり事業
令和 7年度の脱炭素先行地域づくり事業の
歳入予算額16億4,937万円余減額
歳出予算額17億1,126万円余減額となった！
その内訳は…

気になる！
どうなる！
どうなった⁉

PICK UP Ⅱ

　脱炭素先行地域づくり事業の令和 7年度の歳入
歳出予算額が、それぞれ減額となった。
　主な補正理由は、環境教育（ふーどまつりな
ど）である効果促進事業の実施規模の減少による
ため。ＥＶ車公用車入替計画に伴う台数の減少の
ため。一部の公共施設への太陽光発電及び蓄電池
設備は施工準備に時間を要したことによる翌年度
以降への延期となった。また、戸建て住宅の太陽
光発電設備等は、予定していなかった買取につい
て国との協議に時間を要しているため。小水力発
電は、地元調整に時間を要し、工事に着手できな
かったため。さらに、公共施設のＺＥＢ化改修で
は、小中学校改修計画に合わせ予定が遅れたため
との説明があった。
　令和 8年度は、歳入予算額21億9,379万円余。
　歳出予算額21億9,282万円余となる。

　深沢砂防ダムによる小水力発電、浅麓汚泥再生
処理センターでのバイオガス発電、公共施設のＬ
ＥＤ化等を見込んでの予算となる。
　環境省から、脱炭素先行地域に選ばれて、早 3
年目。今後エネルギーマネジメントシステムやマ
イクログリッドの構築なども推進して、2028年ま
でに二酸化炭素排出ゼロにしていく取組だが、こ
こからが本番。これまでの積み重ねをしっかりと
成果に繋げてほしい。

※ＶＥ…�Value Engineeringの略で、品質を保ちながら、工夫してコストを抑えること。
　ＣＤ…�Cost Downの略で、単にコストを削減すること。
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エ
コ
な
暮
ら
し
を
楽
し
む

会
（
エ
コ
楽
）
の
皆
さ
ん

第35回

民
の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
現
場
感
覚

を
踏
ま
え
た
政
策
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

新
緑
が
芽
吹
く
季
節
を
迎
え
、
変
化
の

時
代
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
力
を
結
集
し
、

将
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
地
域
資
源
の
活

用
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
関
係
人
口
の

創
出
な
ど
、
新
た
な
視
点
で
の
挑
戦
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
積
み
重

ね
が
持
続
可
能
な
小
諸
の
未
来
を
形
づ
く

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
さ
し
す
せ
そ
）

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
方
向

を
目
指
す
に
は
ど
う
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
等
の
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
は
、
今
年
4

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

中
学
校
は
ど
う
す
る
の
か
等

の
問
題
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

　

議
場
も
傍
聴
者
も
咳
し
わ
ぶ
き一

つ

な
い
空
間
で
、
国
会
中
継
で

時
々
見
ら
れ
る
よ
う
な
居
眠

り
を
す
る
事
も
な
く
「
こ
の

人
に
一
票
を
投
じ
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
た
一ひ
と

時と
き

で
し
た
。

も
背
筋
を
伸
ば
し
て
真
剣
に

向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
質
疑
応
答
は
一
件

は
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

つ
い
て
、
も
う
一
件
は
小
学

校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

で
し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

聴
き
な
れ
な
い
言
葉
で
し
た

が
、
昨
今
は
い
ろ
い
ろ
な
形

の
家
族
が
あ
る
中
で
の
問
題

や
、
各
種
手
当
な
ど
の
手
続

き
の
簡
素
化
、
ま
わ
り
の

人
々
（
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
）
へ
の
周
知
の
是
非

等
々
、
当
事
者
が
よ
り
安
心

　

3
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
の
審

議
を
軸
に
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
地
域

経
済
の
下
支
え
、
防
災
力
の
強
化
、
子
ど

も
・
若
者
施
策
の
充
実
な
ど
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

　

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
価
格
の
変
動
は
、
地
方
の
暮
ら
し
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
自
立

性
と
持
続
可
能
性
を
高
め
、
足
元
か
ら
経

済
と
暮
ら
し
を
支
え
る
役
割
が
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
市

　

今
回
は
「
エ
コ
な
暮
ら
し

を
楽
し
む
会
（
エ
コ
楽
）」

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
伺
い
ま

し
た
。

　

２‌

０‌

２‌

６
年
2
月
26
日
の

小
諸
市
議
会
を
傍
聴
し
て
き

ま
し
た
。
小
諸
市
に
引
越
し

て
き
て
15
年
経
ち
ま
し
た
が

初
め
て
の
傍
聴
で
す
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
議
場
で

は
議
員
の
皆
さ
ん
も
傍
聴
者

ど
ん
な
団
体
で
す

か
？

Q� 1

　

２‌

０‌

２‌

１
年
3
月
に
発
足

し
、
先
日
丸
5
年
を
迎
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

ご
み
拾
い
を
中
心
に
、
楽

し
み
な
が
ら
暮
ら
し
と
環
境

を
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
に

な
る
、
そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

Q� 2

　

3
月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月

1
回
、
地
域
の
ご
み
拾
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
拾
っ
た
エ
リ

ア
は
、
小
諸
・
佐
久
・
御
代

田
・
軽
井
沢
・
上
田
・
立
科

で
す
。
ま
た
、
毎
年
5
月
に

は
新
潟
県
ま
で
足
を
延
ば
し
、

海
岸
で
の
ご
み
拾
い
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
を

教
え
て
下
さ
い
。

Q� 3

　

5
年
前
、
た
っ
た
8
人
か

ら
始
ま
っ
た
活
動
も
、
い
ま

で
は
100
名
以
上
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
み
拾
い
を
通
し

て
、
身
近
な
社
会
問
題
に
触

れ
た
り
考
え
た
り
す
る
機
会

を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
と

も
一
緒
に
で
き
る
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

会員募集中！
詳しくはＱＲコー
ドからアクセスし
てみて下さい


